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経済・融資係（☎5722－9879）へ。
品種は選べません

会場 所在地
❶織戸農園 碑文谷 3－15
❷栗山貴美子農園 八雲 3－24
❸栗山さか江農園 八雲 3－25
❹栗山和弘農園 八雲 3－28
❺杉村農園 世田谷区上野毛 4－21

下目黒住区センター・老人
いこいの家の臨時休館
　改修工事のため、10／28～11／ 6
は休館します。利用受け付けは、通
常どおり行います（窓口の臨時休止
あり。ホームページに掲載）。
問東部地区サービス事務所（☎5722
－9752）

会議を公開します
会議名 日時・会場

❶�子ども施策推進
会議

問子育て支援課子
育て支援推進係
（☎5722－8723）

６ ／ １（火）
10：00～12：00・
総合庁舎本館 4階特別
会議室

❷�男女平等・共同
参画審議会

問人権政策課男女
平等・多様性推進
係（☎5722－9214、�
Ｆ5722－9469）

６ ／10（木）
18：30～20：30・
総合庁舎本館地下 1階
入札室

※傍聴希望者は当日会場へ
※�❷の手話通訳希望者は、 5／28までに
予約

祐天寺駅周辺地区整備計画
を策定しました
　区民の皆さんのご意見を反映し地
区の特性に合わせたまちづくりを進
めるため「居心地が良く安全で歩き
たくなるまち」などの具体的な取り
組み内容を定めました。
　計画は総合庁舎本館 ６階都市整備
課・図書館のほか、ホームページで
ご覧になれます。
問都市整備課街づくり調整係（☎
5722－6846）

目黒区民まつりは１０月開催
に変わります
　第45回目黒区民まつりは、10／10

（日）に開催予定です。
　感染症対策を講じたコロナ禍にお
ける新しい区民まつりの開催に向け
準備を進めています。
問目黒区民まつり実行委員会事務局
（文化・交流課内、☎5722－9278）

自転車安全利用の標語を�
募集します
　優秀標語は、区のポスター・啓発
チラシなどに活用します。
標語テーマ　自転車が安全に利用さ
れ、誰もが安心して歩くことができ
ることを呼び掛けるもの
申郵送・FAX・Eメールに、記入例
② ～⑤ と標語を書いて、 6 ／14
（必着）までに、総合庁舎本館 6階
土木管理課交通安全係（☎5722－
9442、 Ｆ 5722－9636、 □ janzen@
city.meguro.tokyo.jp）へ。応募用
紙（ホームページから印刷可）での
申し込みも可

勤労者美術展（ 7／15～18
開催予定）の作品を募集し
ます
募集作品　絵画・書・写真・彫刻・
陶芸・手工芸などの作品 1種目 1点�
対象　区内在住の勤労者、在勤者
申申込書（中小企業センター・勤労
福祉会館、住区センターなどで配
布）を、 7／ 4（必着）までに、中
小企業センター・勤労福祉会館（〒
153－0063目黒 2 － 4 －36　区民セ
ンター内、☎3711－1135、Ｆ3711－
1284。月曜日休館）へ郵送・FAX

5 ／31は自動車税種別割の
納期限です
　 4／ 1現在、自動車検査証（車検
証）に記載されている所有者（割賦
販売の場合は使用者）のかたに課税
されます。新型コロナウイルス感染
症の影響により納税が困難なかた
は、申請により納税が猶予される制
度があります。詳細は、都主税局ホ
ームページをご覧いただくか、お問
い合わせください。
問都自動車税コールセンター（☎
3525－4066）
� 〈 4 面へ続く〉

Ｈ暮らしに役立つ消費者力
アップ講座
日時　 6 ／15～ 7 ／ 6 の毎週火曜日
10：00～12：00（全 4 回）　会場　
消費生活センター（目黒 2－ 4－36�
区民センター内）　内容　資産形成
と社会保障、身近な危険と安全・防
災、消費者被害の傾向と見守りほか�
講師　一般財団法人日本消費者協会
派遣講師　定員　20人（抽選）
申電話またはFAX（記入例①～④を
記入）で、 6／ 8までに、消費生活
センター（☎3711－1133、Ｆ3711－
5297）へ

女性のための�
自己表現トレーニング
日時　 6 ／18～ 7 ／16の隔週金曜日�
14：00～16：00（全 3 回）　会場　
男女平等・共同参画センター（中目
黒 2－10－13　中目黒スクエア内）�
内容　力関係に落差のある親密な人
への自己表現方法を学ぶグループカ
ウンセリング　講師　心理カウンセ
ラー　松田知恵氏　対象　女性　定
員　15人（先着）
申電話で、男女平等・共同参画セン
タ ー（ ☎5721－8570、 Ｆ 5721－
8574）へ。保育（未就学児）希望者
は 6／ 4までに予約

Ｈ社会教育講座�
「人類と感染症の歴史」
日時　 6 ／19（土）・26（土）14：00～
16：00（全 2 回）　会場　区民セン
ター社会教育館　講師　元国立感染
症研究所室長　加藤茂孝氏ほか　定
員　25人（抽選）
申電話、ハガキ・FAX（記入例①～
④と年代、保育〈 2歳以上の未就学
児＝抽選 2人〉希望者は子どもの③
⑤⑥を記入）で、 6／ ６（必着）ま
でに、区民センター社会教育館（〒
153－0063目黒 2 － 4 －36、☎3711
－1137、Ｆ3711－1168）へ

パソコン教室�
「パワーポイント基礎」
日時　 6／ 7（月）～10（木）13：30～
16：30（全 4 回）　会場　シルバー
人材センターパソコン教室（下目黒
2 －20－19　下目黒住区センター
内）　定員　 7 人（先着）　費用　教
材費など13,870円
申 6 ／ 1 から、電話で、目黒区シル
バー人材センターパソコン教室（☎
Ｆ共通6420－0235）へ

Ｈ実験クラブ
日時　 7 ／ 3 ・24、 8 ／28、 9 ／
11、10／16、11／ 6 ・27、12／11、
４ 年 1 ／15、 2 ／ 5 ・26、 3 ／12の
土曜日の原則13：30～15：30（全12
回）　会場　めぐろ学校サポートセ

ンター（中目黒 3 － 6 －10）　内容�
化学・物理・生物などに関する実験�
講師　元中学校教諭ほか　対象　中
学生　定員　20人（抽選）　費用　
教材費など3,000円
申電話、ハガキ・FAX（記入例①～
④と学校名・学年を記入）で、 6／
15（必着）までに、青少年プラザ
（〒153－0061中目黒 2 －10－13　
中目黒スクエア内、☎5721－8575、
Ｆ5721－8577）へ

ポニー教室（ 7～ 9月）
日時　毎週火～日曜日で参加できる
日の15：00～17：00　会場　碑文谷
公園こども動物広場　内容　ポニー
の世話、乗馬体験ほか　対象　小･
中学生　定員　145人（抽選。中学
生15人以内）　費用　参加費2,400円
申往復ハガキに、記入例①～③と学
校名・学年、参加経験の有無、保護者
の②～④、緊急連絡先を書いて、 5
／31（必着）までに、碑文谷公園こ
ども動物広場（〒152－0003碑文谷
6－ 9－11、☎3714－1548）へ。当日
の参加は人数制限あり。障害のある
かたは申し込み前にご相談ください

区内文化財めぐり
日時　 6 ／12（土）9：30～12：00。
小雨決行　内容　目黒区古民家、円
融寺、旧品川道など碑文谷周辺の文
化財を巡る（徒歩約 4 ㎞）　定員　
20人（抽選）　費用　保険料50円
申ハガキ・FAXに、記入例①と参加
者全員（ 4人まで）の②～④、在勤・
在学者は所在地・名称を書いて、 5
／25（必着）までに、生涯学習課文
化財係（〒153－0061中目黒 3 － 6
－10　めぐろ歴史資料館内、☎5722
－9320、Ｆ3715－1325）へ

発達障害支援拠点ぽると�
グループ活動体験会
日時　 6 ／19（土）10：00～15：30　
会場　東山住区センター（東山 2－
24－30）　内容　利用者とボードゲ
ームを活用したグループ活動体験ほ
か　対象　発達に偏りのある中学生
以上の区内在住者
問発達障害支援拠点ぽると（☎6412
－7151）。希望者はマスク着用のう
え当日会場へ

じゃがいも掘り
日程　 6 ／26（土）。雨天時は 6 ／27�
開始時間　① 9：00②10：00③11：
00　会場　右上表のとおり　費用　
5 株1,000円。定員あり（抽選）
申往復ハガキに、記入例①～④と参
加者全員（ 5人まで〈代表者にマル
印〉）の③、希望会場❶～❺と希望
時間①～③のいずれか、希望株数
（ 5株単位）を書いて、 5／28（必
着）までに、産業経済・消費生活課

ハガキ・FAX
の記入例

往復ハガキに
は、返信用に
も住所・氏名
を書いてくだ
さい

情報
ボックス
情報
ボックス

★�感染症対策のため、講習などを中止する場合があります。最新情報はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください

■問�みどり土木政策課みどりの係�
（☎5722－9359、■Ｆ3792－2112）

5月22日は
国際生物
 多様性の日

　高枝切りバサミと刈り込みバサミの貸し出し
を無料で行っています。
　電話で予約のうえ、総合庁舎本館 6階みどり
土木政策課へ。

植木を手入れして生き物の住みやすい環境を

　 5月22日は、国連が定めた
国際生物多様性の日です。
　地球上には、特有の個性を
持つさまざまな生き物がいま
す。この生き物たちの命のつ
ながりのことを生物多様性と
いいます。私たちを含めた生き物すべては、ただ一人だけで生きて
いくことはできず、多くの生物とかかわることで生きていくことが
できています。
　区は、まち全体にみどり豊かな環境をつくり、野鳥など身近な生
き物とふれあい、共生できる社会の実現を目指しています。

中止
となりました


